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Abstract
The mutual loan association, the financial means for many ordinary people, was thought to have 
perished due to the development of the modern financial industry. In some regions, however, it still 
actually exists. In Imabari city in Ehime prefecture, mutual loan associations are still active and this 
has been confirmed by a survey. This was the first research-based survey of mutual loan associations 
to be carried out.
Further, though many believe it is an inefficient financial means when compared to the modern 
financial system, from an analysis of the survey results reasons for these mutual loan associations’
continuance are outlined.
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の資金にする。月 1 回の食事と年 1 回の旅行のための親睦目的の無尽である。
 無尽の発会きっかけは、同業者、下請け関係者間、PTA、同窓会など、日頃のつき合いの延長であ
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3 アンケート調査の方法
 2015 年 12 月に今治市内の事業所の代表者に対して無尽のアンケートを実施した。アンケートの方法
は配布・郵送回収によるもので、今治商工会議所の「会報チラシ同封サービス」 を利用した。12 月分
の商工会議所会報にアンケート用紙を同封して商工会議所の会員に 3,050 部を配布した。受取人払い郵
便の封筒をアンケートと一緒に配り、2016 年 1 月末締めで返信を依頼した。320 部を回収し、回収率は
10.49％であった。
 アンケートの内容は、【質問 1】から【質問 4】までの属性についての質問と、【質問 5】から【質問
8】までの無尽についての質問で構成されている。
属性の質問は、【質問 1】性別（男性 or 女性）、【質問 2】年齢（①20 代  ②30 代  ③40 代  
④50 代 ⑤60 代  ⑥70 代以上）、【質問 3】業種（1．建設業 2．製造業 3．情報通信業 4．運輸
業 5．卸売業 6．小売業 7．金融業・保険業 8．不動産業・物品賃貸業 9．学術研究・専門技術
サービス 10．宿泊・飲食業 11．サービス業 12．教育・学習支援業 13．医療・福祉 14．その
他）、【質問 4】従事者数（①1〜4 人  ②5〜9 人 ③10〜29 人 ④30〜49 人  ⑤50 人以上）であ
る。
 無尽についての質問は、【質問 5】無尽の経験の有無、さらに【質問 5】で無尽に参加した経験が「あ
る」と解答した場合に、【質問 6】無尽をする理由（複数選択可）（①これまでの人間関係（しがらみ） 
②情報収集 ③新しい出会い ④会社の資金繰り ⑤個人の資金繰り ⑥飲食を楽しむ ⑦会話を楽し
む ⑧その他）、【質問 7】無尽の参加数（二つのタイプに分けて数字で回答。両方に回答可能。） A．
お金の融通するタイプの無尽（本文中では金融型と表記） B．飲み会、ランチなど親睦だけのタイプ
の無尽（本文中では親睦型と表記）をたずねた。
 また、【質問 5】で無尽に参加した経験が「ない」と回答した場合に、【質問 8】無尽をしない理由
（複数選択可）（①無尽を知らない ②仕組みがわからない ③参加したいが時間がない ④誘われた





 質問 1 から質問 4 までの属性についてのデータは表 1 に、質問 5 から質問 8 までの無尽に関する質問
のデータは表 2、図 1−図 3 に示している。【質問 1】の結果、アンケートの回答者の 90％が男性であっ
た。【質問 2】の結果、回答者の年代は、20 代、30 代が少なく、40 代、50 代、70 代がそれぞれ全体の
2 割程度、60 代が最も多く 3 割に達していた。【質問 3】の結果、業種別の事業所数では、小売業の 63
が最も多く、製造業 55、建設業 49、サービス業 45、卸売業 37 の順であった。【質問 4】では、従業者




男性 女性 無回答     
288 90% 30 9.38% 2 0.62%       
質問２  
年齢 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
2 0.62% 19 5.94% 69 21.57% 71 22.19% 98 30.63% 61 19.06% 
質問３  
業種 
建設 製造 情報通信 運輸 卸売 
49 15.31% 55 17.19% 3 0.94% 13 4.06% 37 11.56% 
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医療福祉 その他  
45 14.06% 1 0.31% 8 2.50% 24 7.50%  
質問４  
従業者数 
1-4 人 5-9 人 10-29 人 30-49 人 50 人以上 
142 44.38% 67 20.94% 63 19.69% 19 5.94% 28 8.75% 
 【質問 5】では、無尽の経験の有無を質問した。あると回答したのは 268 人（全回答者の 83.75％）、
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 【質問 6】の結果（図 2）では、参加する理由についての質問に対して、これまでの人間関係（しが
らみ）という回答は 186（あると回答した人の 69.40%）、情報収集は 160（同 59.70%）、新しい出会い
は 85（同 31.71%）と回答の上位を占めた。一方、会社の資金繰り（5 人）、個人の資金繰り（20 人）は
比較的少なかったので、庶民金融としての役割は低下していることがわかった。
 現在の無尽は、人々のつながりの手段、情報収集手段としての機能が重視されている。
 【質問 7】の結果（表 2）では、無尽のタイプ別に参加の数をたずねた。金融型のみの人、親睦型の
みの人、両方に参加している人の 3 種類ある。無尽に参加する頻度は、金融型は 2.35 回／月、親睦型
は 2.67 回／月である。個人別に再集計すると 3.65 回／月となるので、1 週間に 1 回よりやや少ない頻
度で無尽に参加している。（タイプ別の詳細はクロス集計の表 3 に記載してある。）
 【質問 8】の結果（図 3）では、参加しない理由についてたずねた。誘われたことがないという回答
は 21（ないと回答した人の 40.38%）が最も多かった。個人的に嫌いは 17（同 32.69%）、参加したいが
時間がないは 14（同 26.69%）と上位を占めた。面倒である、お金がかかる、仕組みがわからない等の
回答も多かった。
表 2 無尽のタイプ別の参加数 (質問７)
 金融型 親睦型 個人別合計 
回数の総数 317 398 715 
回数の記入者数 135 149 196 
平均（回） 2.35  2.67  3.65  
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 年代別の回答者に対する無尽への参加者数は、表 4 の「無尽あり／年代別」では 20 代から 70 代以上
まで年齢階層が上がるにつれて、無尽参加率が上がっている。特に 70 代以上の階層では、無尽に参加
している人が 91.80%と 9 割を超える。古い年代ほど無尽に参加し、無尽を慣習として受け継いできて
いる様子がうかがえる。
 金融型のみに参加している割合は、50 代の 30.99%を最高に以後低下傾向であるが、両方に参加して
いる割合は 60 代が 33.67%と高い。親睦型のみに参加している割合は 70 代以上が 52.46%と年代別の半




  20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 合計 
年代別回答数 2 19 69 71 98 61 320 
金融型のみに参加 0 2 14 22 23 12 73 
0% 10.53% 20.29% 30.99% 23.47% 19.67% 22.81%  
親睦型のみに参加 1 6 15 19 19 32 92 
50% 31.58% 21.74% 26.77% 23.47% 52.46% 28.75%  
両方に参加 0 3 25 16 33 11 88 
0% 15.79% 36.23% 22.54% 33.67% 18.03% 27.50%  
回答不明 0 1 3 2 8 1 15 
無尽あり 1 12 57 59 83 56 268 
無尽あり／年代別 50% 63.16% 82.61% 83.10% 84.69% 91.80% 83.75% 
  
男性 割合％ 女性 割合％ 性別の 
無回答 
全体 割合％ 
無尽あり 246 85.42% 20 66.66% 2 268 83.75% 
 
金融型 148 60.16% 11 55 % 2 161 60.07% 
親睦型 167 67.89% 10 50 % 2 180 67.16% 
 
金融型のみ参加 65 26.42% 8 40 % 0 73 27.24% 
親睦型のみ参加 85 34.55% 7 35 % 0 92 34.33% 
両方に参加 83 33.74% 3 15 % 2 88 32.84% 
無回答 13 5.28% 2 10 % 0 15 5.6 % 
無尽なし 42 14.58% 10 33.33% 0 52 16.25% 
合計 288 90% 30 9.38% 2 320 100% 
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5.3 業種による無尽への関わりの相違  
 図 4 に、業種別の無尽の経験があると回答した割合をみた。卸売 93.94%、運輸 92.31%、サービス











情報収集 160 59.70% 87 56.86% 
新しい出会い 85 31.71% 47 30.72% 
会社の資金繰り 5 1.87% 2 1.31% 
個人の資金繰り 20 7.46% 14 9.15% 
飲食を楽しむ 135 50.37% 48 31.37% 
会話を楽しむ 142 52.99% 75 49.02% 
その他 6 2.24% 1 0.65% 
5.4 代表者の年代、従事者数と無尽の関係
 従事者数と無尽の関係をみるために従事者数別と年代別のクロス集計を行い、無尽への参加数と参加
割合から分析した。だだし、サンプル数の少ない従事者 30－49 人の事業所（サンプル数 19）と従事者
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 図 5 から、無尽の参加者数が多いのは、代表者が 60 代で従事者 1－4 人の事業所の 45 人（あると回
答した人全員の 16.79%）、ついで代表者が 70 代で従事者 1－4 人の事業所の 26 人（同 9.7%）であっ
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図６ 従業者数別・年代別の無尽の参加割合
図 6 から、従事者 1－4 人の事業所では、規模別・年代別の無尽割合で 60 代だけが全体の年代別無尽
割合をわずかに越えているが、それ以外の年代は全体を下回り、規模全体でも 4.88％下回る結果となっ
た。また、従事者 5－9 人の事業所は逆に 60 代だけが全体年代別無尽割合をわずかに下回っているが、
それ以外の年代は上回り、全体でも 8.79％上回った。従事者 10－29 人の事業所では、年代別に上下の
ブレがあるが、全体では全体年代別無尽割合を 1.21%下回っただけであった。従事者 30 人以上の事業
所では、全体で 5.61%上回り、40 代、60 代、70 代の参加率が高かった。
 従業者数別では、従業者 5－9 人の事業所全体で 92.54%と無尽の参加の割合が最も高く、続いて従業









屋の男性は、「先代も 15 個、私もかつては 15 個ぐらい無尽をしていて、無尽の仲間が娘さんの晴れ着
を必ず買いに来てくれた。まさに運命共同体。」と答えた。金融型の無尽をしていても「これまでの人





0.  % 50.  % 73.91% 71.43% 84.91% 86.67% 78.87%
従業者５−９人の事業所の無尽参
加割合
0.  % 80.  % 94.12% 100.  % 84.21% 100.  % 92.54%
従業者10−29人の事業所の無尽
参加割合
100.  % 50.  % 73.33% 88.24% 81.25% 91.67% 82.54%
従業者30人以上の事業所の無尽
参加割合
0.  % 75.  % 92.86% 81.82% 100.  % 100.  % 89.36%
全体の無尽参加割合（年代別平
均）





































する取締法として 1915（大正 4）年に無尽業法が成立し、政府の監督下での免許制になった。 
3 「政府は戦時金融体制に組み込むため、昭和 13 年には無尽業法を改正して「一県一社主義」の強化策を推し進
め、昭和 17 年 5 月からは金融統制団体令にもとづいた弱小無尽会社の整理を行った」（ひめぎん物語、p.13）こ
とから、今日のような都道府県に 1 つの第二地方銀行体制になった。今治の無尽もの愛媛無尽（現在の愛媛銀
行）の中へと取り込まれたのである。 
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